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走査電子顕微鏡のアクセプタンスを制御した観察技術により特定の組織を可視化します。

鉄鋼材料中の硬質相の可視化技術

Cat.No 3E2J-106-01-231101

M-A相を選択可視化した反射電子像

特定の金属組織・析出物の可視化

強度と靭性という相反する特性を両立した高強度鉄鋼
材料を実現するためには、複雑な複相組織の制御と、
それを正確に評価する技術が必要となっています。

当社では、走査電子顕微鏡（SEM)で検出する電子の
アクセプタンスを制御した観察技術により、特定の金属
組織[1]や析出物[2]を識別し可視化する技術開発に取組
んでいます。

従来法では区別できなかった微細な硬質相を高精細
で可視化することに成功しました。エッチングによる組織
破壊がないため同一視野における電子後方散乱回折
（EBSD）による結晶方位解析も可能です（右図参照）。 ベイナイト鋼の同一領域から得られたアクセプタンスを制御した

反射電子像（機械研磨まま）と2段エッチング処理後の二次電子像

ベイナイト鋼中の微細なM-Aの形態・分布等の定量的解析

● 選択可視化と画像解析によるM-A相の形態・分布評価

高強度鋼の特性に大きな影響を及ぼす硬質相、島状マルテンサイト（以下 M-A*1）相を選択可視化した例を下図で示しま
す。反射電子のアクセプタンスを制御したことで、ベイナイト鋼中のM-A相の分布が明るいコントラストとして明瞭にとらえら
れています。SEMの特徴を活かし短時間で容易に広範囲の試料表面を観察できます。画像解析により評価されるM-A相の
数やサイズ分布は代表性が高く、材料特性との関係を定量的に議論することが可能となりました。

このような電子顕微鏡技術を用いて、お客様が必要とする特定物質の選択可視化にチャレンジしていきます。
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Point ～広範囲を高い解像度と迅速な測定・画像解析～
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M-A相解析結果
最小 0.5 µm
最大 2.6 µm
平均 1.2 µm
粒子数 64 個
体積分率 0.83 ％

反射電子像を基にM-A相を抽出し解析した結果
（上：M-A相の抽出、下段：解析結果）*1 M-A：martensite-austenite constituent
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反射電子像 二次電子像
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